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教職大学院修了生に対するアンケート 

（１） 回答者の概要 

配布数 回答数 有効回答率 配布数・回答数・ 
有効回答率 １５９９ ４９４ ３０．９％ 

M F  性別（Ｍ／Ｆ） 

６１．５％ ３８．１％ 

２０代 ３０代 ４０代 ５０代 年齢 

３０．６％ １３．８％ ４４．７％ ６．５％ 

有 無 教職経験 

６８．８％ ３０．２％ 

10 年未満 10 年～20 年未満 20 年～30 年未満 30 年以上 教職経験年数 

１０．３％ ４８．８％ １０．３％ ４８．８％ 

２００８年度 ２００９度 ２００８年度 ２００９度 教職大学院修了年度

３．４％ １６．４％ ３．４％ １６．４％ 

養成系 一般系 出身大学・学部 

６０．９％ ３８．１％ 

 

 

（２） 回答の集計結果 

Q1-1.カリキュラムは全体として，新しい学校づくりの有力な一員となり得る新人教員の養成にふさわし

いものだった。 

 

１そう思う ２どちらかといえばそう思う ３どちらともいえない ４どちらかといえばそう思わない ５そう思わない 
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Q1-2.カリキュラムは全体として，確かな指導理論と優れた実践力・応用力を備えたスクールリーダー（中

核的中堅教員）の養成にふさわしいものだった。 

 
 

１そう思う ２どちらかといえばそう思う ３どちらともいえない ４どちらかといえばそう思わない ５そう思わない 

 

 

 

Q1-3.カリキュラムは全体として，学校現場の具体的な教育課題の解決に役立つものであった。 

 
 

１そう思う ２どちらかといえばそう思う ３どちらともいえない ４どちらかといえばそう思わない ５そう思わない 

 

 
 



 

 3

 
Q1-4. カリキュラムは全体として，リフレクション（省察，内省）をもたらすものであった。 

 

１そう思う ２どちらかといえばそう思う ３どちらともいえない ４どちらかといえばそう思わない ５そう思わない 

 

 

 
Q1-5.「共通（基本）科目」，「コース（分野）別選択科目」，「学校における実習」という科目構成は適切

だった。 

 

 

１そう思う ２どちらかといえばそう思う ３どちらともいえない ４どちらかといえばそう思わない ５そう思わない 
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Q1-6.現在、共通（基本）科目として開設されている領域の設定は適切だった。 

 
 

１そう思う ２どちらかといえばそう思う ３どちらともいえない ４どちらかといえばそう思わない ５そう思わない 

 

 

Q3-1(a).教職大学院の教育方法・授業形態は，自らの力量の形成・向上に効果的なものが多かった。 

 

 

１そう思う ２どちらかといえばそう思う ３どちらともいえない ４どちらかといえばそう思わない ５そう思わない 
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Q3-1(b) Q3-1(a)で「そう思う」「どちらかといえばそう思う」の理由について。 

 
 

１．事例研究，フィールドワーク，ロールプレーイング等が積極的に導入されているから／２．実務家教員等の実務経験者による指導が

行われているから／３．「現職教員としての経験を有する学生」と「学部新卒者」を分けて授業が行われているから／４．「現職教員と

しての経験を有する学生」と「学部新卒者」を一緒にした授業が行われているから／５．少人数で授業が行われているから／6.その他 

 

 

Q5-1.「課題研究等」によって，教職大学院の授業で学んだ成果が統合された。 

 
 

１そう思う ２どちらかといえばそう思う ３どちらともいえない ４どちらかといえばそう思わない ５そう思わない 
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Q5-2.「課題研究等」は，「理論と実践の融合」を実現するのに有効であった。 

 
 

１そう思う ２どちらかといえばそう思う ３どちらともいえない ４どちらかといえばそう思わない ５そう思わない 

 
 
Q5-3.「課題研究等」は，教職大学院での学びの集大成となるものであった。 

 

 

１そう思う ２どちらかといえばそう思う ３どちらともいえない ４どちらかといえばそう思わない ５そう思わない 
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Q5-4 「課題研究等」は、総合的にみて、満足のいくものであった。 

 
 

１そう思う ２どちらかといえばそう思う ３どちらともいえない ４どちらかといえばそう思わない ５そう思わない 

 
 
Q7-1.実習によって，教職大学院の授業で学んだ成果が統合された 

 

 

１そう思う ２どちらかといえばそう思う ３どちらともいえない ４どちらかといえばそう思わない ５そう思わない 

 



 

 8

 

Q7-2.実習を通して，実習校の教育研究活動に貢献することができた。 

 

１そう思う ２どちらかといえばそう思う ３どちらともいえない ４どちらかといえばそう思わない ５そう思わない 

 

 

Q7-3.実習は，「理論と実践の融合」を実現するのに有効であった。 

 

１そう思う ２どちらかといえばそう思う ３どちらともいえない ４どちらかといえばそう思わない ５そう思わない 
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Q7-4(a).実習は，総合的に見て，満足のいくものであった。 

 

 

１そう思う ２どちらかといえばそう思う ３どちらともいえない ４どちらかといえばそう思わない ５そう思わない 
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教職大学院在校生に対するアンケート結果 

（１） 回答者の概要 

配布数 回答数 有効回答率 配布数・回答数・ 
有効回答率 ６７１ ４４４ ６５．９％ 

M F 性別（Ｍ／Ｆ） 

５９．７％ ３９．８％ 

２０代 ３０代 ４０代 ５０代 年齢 

６２．２％ １３．３％ ２０．８％ １．８％ 

有 無 教職経験 

６０．４％ ―――― 

10 年以下 11 年～20 年未

満 

21 年以上  教職経験年数 

１８．０％ ５８．７％ ２３．３％  

養成系 一般系 出身大学・学部 

４５．２％ ５２．９％ 

 

（２） 回答の集計結果 

 
ａ）Q1-1.カリキュラムは全体として，新しい学校づくりの有力な一員となり得る新人教員の養成にふさわしいものであ

る。(N=437) 

１．そう思う 

 

２．どちらかとい

えばそう思う 

  ３．どちらともい

えない 

４．どちらかとい

えばそう思わない 

 
(N=170)

 
(N=267) 

  ５．そう思わない
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ｂ）Q1-2.カリキュラムは全体として，確かな指導理論と優れた実践力・応用力を備えたスクールリーダー（中核的中堅

教員）の養成にふさわしいものである。(N=438) 
１．そう思う 

 

２．どちらかとい

えばそう思う 

  ３．どちらともい

えない 

４．どちらかと

いえばそう思わ

ない 

(N=171)

 
(N=267) 

  ５．そう思わない

 

 

 
 
ｃ）Q1-3.カリキュラムは全体として，学校現場の具体的な教育課題の解決に役立つものである。(N=436) 

１．そう思う 

 

２．どちらかとい

えばそう思う 

  ３．どちらともい

えない 

４．どちらかとい

えばそう思わない

(N=171)

 
(N=265) 

  ５．そう思わない
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ｄ）Q1-4. カリキュラムは全体として，リフレクション（省察，内省）をもたらすものである。(N=438) 

１．そう思う 

 

２．どちらかとい

えばそう思う 

  ３．どちらともい

えない 

４．どちらかとい

えばそう思わない 

 
(N=171)

 
(N=267) 

  ５．そう思わない

 

 
 
ｅ）Q1-5.「共通（基本）科目」，「コース（分野）別選択科目」，「学校における実習」という科目構成は適切である。(N=437)

１．そう思う 

 

２．どちらかとい

えばそう思う 

  ３．どちらともい

えない 

４．どちらかとい

えばそう思わない 

(N=171)

 
(N=267) 

  ５．そう思わない
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ｆ）Q1-6(a).現在，共通（基本）科目として開設されている５領域（※）の設定は適切である。(N=437)    

１．そう思う 

 

２．どちらかとい

えばそう思う 

  ３．どちらともい

えない 

４．どちらかとい

えばそう思わない

(N=170)

 
(N=267) 

  ５．そう思わない

 

 

 
 
ａ）Q3-1(a).教職大学院の教育方法・授業形態は，自らの力量の形成・向上に効果的なものが多い。(N=437) 

１．そう思う 

 

２．どちらかとい

えばそう思う 

  ３．どちらともい

えない 

４．どちらかとい

えばそう思わない 

 
(N=171)

 
(N=266) 

  ５．そう思わない
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Q3-1(b).Q3-1(a)で「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と回答した方のみにお聞きします。そのように思われたの

はなぜですか。あてはまるものを全て選んでください。(N=366) 
１．事例研究，フィールド

ワーク，ロールプレーイン

グ等が積極的に導入され

ているから 

 

２．実務家教員等の実務経

験者による指導が行われ

ているから 

 
３．「現職教員としての経

験を有する学生」と「学部

新卒者」を分けて授業が行

われているから 

 

４．「現職教員としての経

験を有する学生」と「学部

新卒者」を一緒にした授業

が行われているから 

 

５．少人数で授業が行われ

ているから 

 

 

6.その他 

 

   当てはまる             当てはまらない 
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ａ）Q5-1.「課題研究等」によって，教職大学院の授業で学んだ成果が統合されると思う。(N=438) 

１．そう思う 

 

２．どちらかとい

えばそう思う 

  ３．どちらともい

えない 

４．どちらかとい

えばそう思わない 

(N=172)

 
(N=266) 

  ５．そう思わない

 

 

 
 
ｂ）Q5-2.「課題研究等」は，「理論と実践の融合」を実現するのに有効だと思う。(N=437) 

１．そう思う 

 

２．どちらかとい

えばそう思う 

  ３．どちらともい

えない 

４．どちらかとい

えばそう思わない

(N=171)

 
(N=266) 

  ５．そう思わない

 

 

 



 

 16

 

 

ｃ）Q5-3.「課題研究等」は，教職大学院での学びの集大成となるものだと思う。(N=438) 

１．そう思う 

 

２．どちらかとい

えばそう思う 

  ３．どちらともい

えない 

４．どちらかとい

えばそう思わない 

(N=172)

 
(N=266) 

  ５．そう思わない

 

 

 
 
ａ）Q7-1.実習によって，教職大学院の授業で学んだ成果が統合された。(N=371) 

１．そう思う 

 

２．どちらかとい

えばそう思う 

  ３．どちらともい

えない 

４．どちらかとい

えばそう思わない 

 
(N=141)

 
(N=230) 

５． そう思わな

い 
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ｂ）Q7-2.実習を通して，実習校の教育研究活動に貢献することができた。(N=372) 

１．そう思う 

 

２．どちらかとい

えばそう思う 

  ３．どちらともい

えない 

４．どちらかとい

えばそう思わない 

 
(N=142)

 
(N=230) 

５． そう思わな

い 

 

 

 
 
ｃ）Q7-3.実習は，「理論と実践の融合」を実現するのに有効であった。(N=372) 

１．そう思う 

 

２．どちらかとい

えばそう思う 

  ３．どちらともい

えない 

４．どちらかとい

えばそう思わない

 
(N=142)

 
(N=230) 

  ５．そう思わない
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ｄ）Q7-4(a).実習は，総合的に見て，満足のいくものであった。(N=371) 

１．そう思う 

 

２．どちらかとい

えばそう思う 

  ３．どちらともい

えない 

４．どちらかとい

えばそう思わない

 
(N=142) 

 
(N=229) 

  ５．そう思わない
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１． 教職大学院教員に対するアンケート 

（１） 回答者の概要 

配布数 回答数 有効回答率 配布数・回答数・ 
有効回答率 ３４９ ２４０ ６８．８％ 

M F  性別（Ｍ／Ｆ） 

８７．１％ １０．８％ 

２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代  年齢 

０．４％ ３．８％ ２３．３％ ３５．０％ ３３．３％  

研究者 実務家 研究者／実務家 

５０．４％ ４８．３％ 

教育課程 教科指導 生徒指導 学級経営 

３０．８％ ４６．３％ ２７．５％ １９．２％ 

学校経営 学校・教員 その他  

担当科目領域 

２６．７％ ２４．２％ １５．８％  

 

（２） 回答の集計結果 

 

Q1-1.カリキュラムは全体として，新しい学校づくりの有力な一員となり得る新人教員の養成にふさわしいものである。 

教員種別 そう思う 
どちらかとい

えばそう思う 

どちらともいえ

ない 

どちらかとい

えばそう思わ

ない 

そう思わない 合計 

研究者教員 43（35.8） 48（40.0） 22（18.3） 6（5.0） 1（0.8） 120（100.0）

実務家教員 43（37.1） 62（53.4） 10（8.6） 1（0.9） 0（0.0） 116（100.0）

合計 86（36.4） 110（46.6） 32（13.6） 7（3.0） 1（0.4） 236（100.0）
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Q1-2.カリキュラムは全体として，確かな指導理論と優れた実践力・応用力を備えたスクールリーダー（中核的中堅教員）の養成に

ふさわしいものである。 

教員種別 そう思う 
どちらかとい

えばそう思う 

どちらともいえ

ない 

どちらかとい

えばそう思わ

ない 

そう思わない 合計 

研究者教員 45（37.5） 51（42.5） 21（17.5） 3（2.5） 0（0.0） 120（100.0）

実務家教員 49（42.2） 56（48.3） 9（7.8） 2（1.7） 0（0.0） 116（100.0）

合計 94（39.8） 107（45.3） 30（12.7） 5（2.1） 0（0.0） 236（100.0）

 
Q1-3.カリキュラムは全体として，学校現場の具体的な教育課題の解決に役立つものである。 

教員種別 そう思う 
どちらかとい

えばそう思う 

どちらともいえ

ない 

どちらかとい

えばそう思わ

ない 

そう思わない 合計 

研究者教員 44（36.7） 67（55.8） 7（5.8） 2（1.7） 0（0.0） 120（100.0）

実務家教員 43（37.4） 57（49.6） 13（11.3） 1（0.9） 1（0.9） 115（100.0）

合計 87（37.0） 124（52.8） 20（8.5） 3（1.3） 1（0.4） 235（100.0）
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Q1-4. カリキュラムは全体として，学生にリフレクション（省察，内省）をもたらすものである。 

教員種別 そう思う 
どちらかとい

えばそう思う 

どちらともいえ

ない 

どちらかとい

えばそう思わ

ない 

そう思わない 合計 

研究者教員 40（33.3） 52（43.3） 25（20.8） 2（1.7） 1（0.8） 120（100.0）

実務家教員 47（40.5） 53（45.7） 14（12.1） 2（1.7） 0（0.0） 116（100.0）

合計 87（36.9） 105（44.5） 39（16.5） 4（1.7） 1（0.4） 236（100.0）

 

 

Q1-5.「共通（基本）科目」，「コース（分野）別選択科目」，「学校における実習」という科目構成は適切である。 

教員種別 そう思う 
どちらかとい

えばそう思う 

どちらともいえ

ない 

どちらかとい

えばそう思わ

ない 

そう思わない 合計 

研究者教員 45（37.5） 46（38.3） 20（16.7） 7（5.8） 2（1.7） 120（100.0）

実務家教員 58（50.0） 45（38.8） 12（10.3） 1（0.9） 0（0.0） 116（100.0）

合計 103（43.6） 91（38.6） 32（13.6） 8（3.4） 2（0.8） 236（100.0）
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Q1-6(a).現在，共通（基本）科目として開設されている５領域（※）の設定は適切である。  

教員種別 そう思う 
どちらかとい

えばそう思う 

どちらともいえ

ない 

どちらかとい

えばそう思わ

ない 

そう思わない 合計 

研究者教員 35（29.2） 43（35.8） 24（20.0） 15（12.5） 3（2.5） 120（100.0）

実務家教員 50（43.1） 52（44.8） 13（11.2） 1（0.9） 0（0.0） 116（100.0）

合計 85（36.0） 95（40.3） 37（15.7） 16（6.8） 3（1.3） 236（100.0）

 
 

Q3-1(a).教職大学院の教育方法・授業形態は，学生の力量の形成・向上に効果的なものが多い。 

教員種別 そう思う 
どちらかとい

えばそう思う 

どちらともいえ

ない 

どちらかとい

えばそう思わ

ない 

そう思わない 合計 

研究者教員 39（32.5） 61（50.8） 16（13.3） 4（3.3） 0（0.0） 120（100.0）

実務家教員 40（34.5） 66（56.9） 9（7.8） 1（0.9） 0（0.0） 116（100.0）

合計 79（33.5） 127（53.8） 25（10.6） 5（2.1） 0（0.0） 236（100.0）
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Q3-1(b).Q3-1(a)で「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と回答した方のみにお聞きします。 
そのように思われたのはなぜですか。あてはまるものを全て選んでください。 

教員種別 

１．事例研

究，フィールド

ワーク，ロー

ルプレーイン

グ等が積極的

に導入されて

いるから 

２．実務家教

員等の実務経

験者による指

導が行われて

いるから 

３．「現職教員

としての経験

を有する学

生」と「学部新

卒者」を分け

て授業が行わ

れているから 

４．「現職教員

としての経験

を有する学

生」と「学部新

卒者」を一緒

にした授業が

行われている

から 

５．少人数で

授業が行われ

ているから 

６．その他⇒

具体的に記入

してください。

研究者教員 85（85.0） 64（64.0） 13（13.0） 63（63.0） 48（48.0） 11（11.0）

実務家教員 91（85.8） 83（78.3） 16（15.1） 60（56.6） 44（41.5） 10（9.4）

合計 176（85.4） 147（71.4） 29（14.1） 123（59.7） 92（44.7） 21（10.2）
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Q5-1.「課題研究等」によって，教職大学院の授業で学んだ成果が統合される。 

教員種別 そう思う 
どちらかとい

えばそう思う 

どちらともいえ

ない 

どちらかとい

えばそう思わ

ない 

そう思わない 合計 

研究者教員 37（31.1） 61（51.3） 12（10.1） 6（5.0） 3（2.5） 119（100.0）

実務家教員 36（31.6） 62（54.4） 13（11.4） 2（1.8） 1（0.9） 114（100.0）

合計 73（31.3） 123（52.8） 25（10.7） 8（3.4） 4（1.7） 233（100.0）

 
Q5-2.「課題研究等」は，「理論と実践の融合」を実現するのに有効である。 

教員種別 そう思う 
どちらかとい

えばそう思う 

どちらともいえ

ない 

どちらかとい

えばそう思わ

ない 

そう思わない 合計 

研究者教員 43（36.1） 57（47.9） 14（11.8） 4（3.4） 1（0.8） 119（100.0）

実務家教員 45（39.5） 60（52.6） 8（7.0） 0（0.0） 1（0.9） 114（100.0）

合計 88（37.8） 117（50.2） 22（9.4） 4（1.7） 2（0.9） 233（100.0）
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Q5-3.「課題研究等」は，教職大学院での学びの集大成となるものである。 

教員種別 そう思う 
どちらかとい

えばそう思う 

どちらともいえ

ない 

どちらかとい

えばそう思わ

ない 

そう思わない 合計 

研究者教員 48（40.3） 52（43.7） 11（9.2） 4（3.4） 4（3.4） 119（100.0）

実務家教員 41（36.0） 56（49.1） 12（10.5） 3（2.6） 2（1.8） 114（100.0）

合計 89（38.2） 108（46.4） 23（9.9） 7（3.0） 6（2.6） 233（100.0）

 
Q7-1.実習によって，教職大学院の授業で学んだ成果が統合される。 

教員種別 そう思う 
どちらかとい

えばそう思う 

どちらともいえ

ない 

どちらかとい

えばそう思わ

ない 

そう思わない 合計 

研究者教員 31（25.8） 63（52.5） 20（16.7） 6（5.0） 0（0.0） 120（100.0）

実務家教員 36（31.0） 63（54.3） 15（12.9） 2（1.7） 0（0.0） 116（100.0）

合計 67（28.4） 126（53.4） 35（14.8） 8（3.4） 0（0.0） 236（100.0）
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Q7-2.実習を通して，実習校の教育研究活動に貢献することができる。 

教員種別 そう思う 
どちらかとい

えばそう思う 

どちらともいえ

ない 

どちらかとい

えばそう思わ

ない 

そう思わない 合計 

研究者教員 24（20.0） 58（48.3） 31（25.8） 5（4.2） 2（1.7） 120（100.0）

実務家教員 30（25.9） 47（40.5） 29（25.0） 8（6.9） 2（1.7） 116（100.0）

合計 54（22.9） 105（44.5） 60（25.4） 13（5.5） 4（1.7） 236（100.0）

 
Q7-3.実習は，「理論と実践の融合」を実現するのに有効である。 

教員種別 そう思う 
どちらかとい

えばそう思う 

どちらともいえ

ない 

どちらかとい

えばそう思わ

ない 

そう思わない 合計 

研究者教員 36（30.0） 61（50.8） 18（15.0） 5（4.2） 0（0.0） 120（100.0）

実務家教員 53（45.7） 50（43.1） 11（9.5） 2（1.7） 0（0.0） 116（100.0）

合計 89（37.7） 111（47.0） 29（12.3） 7（3.0） 0（0.0） 236（100.0）
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